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序　
　

─
刊
行
に
よ
せ
て

─

　　

高
雄
山
神
護
寺
は
、
京
都
市
の
北
西
に
位
置
し
、
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
歴
史
は
古
い
。

　

天
応
元
年
（
七
八
一
）
和
氣
清
麻
呂
公
が
桓
武
天
皇
に
神
願
寺
の
建
立
を
願
い
出
て
許
さ
れ
、
河
内
に
伽
藍
を
建
て
た
。
し

か
し
こ
の
地
は
新
寺
に
適
さ
ず
、
清
麻
呂
の
子
の
真
綱
ら
が
和
氣
氏
の
氏
寺
で
あ
っ
た
高
雄
山
寺
を
河
内
の
神
願
寺
と
合
併
し
、

天
長
元
年
（
八
二
四
）、「
神
護
国
祚
真
言
寺
」
と
改
め
た
の
が
神
護
寺
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
先
の
延
暦
二
一
年
（
八
〇
二
）
高
雄
山
寺
で
最
澄
が
法
華
会
を
修
し
、
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
は
唐
か
ら
帰
国

し
た
空
海
が
金
剛
界
灌
頂
、
胎
蔵
灌
頂
を
最
澄
ら
に
授
け
て
い
る
。
神
護
寺
の
所
蔵
す
る
も
っ
と
も
古
い
文
書
が
、
灌
頂
の
記

録
を
書
き
記
し
た
空
海
直
筆
の
「
灌
頂
暦
名
」
で
あ
る
。
空
海
は
一
四
年
間
こ
の
寺
に
住
持
し
、
真
言
宗
立
教
の
基
礎
を
築
か

れ
た
。

　

平
安
末
期
の
久
安
年
間
（
一
一
四
五
～
一
一
五
一
）
の
二
度
の
大
火
で
諸
堂
を
焼
失
、
荒
廃
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
覚
上

人
が
源
頼
朝
や
後
白
河
法
皇
の
厚
い
庇
護
を
受
け
再
興
し
た
。
荒
廃
し
た
時
期
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
寺
宝
も
、
後
の
文
覚
上

人
等
の
努
力
に
よ
り
神
護
寺
に
い
く
つ
か
返
還
さ
れ
て
い
る
。
文
覚
上
人
の
復
興
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
、
神
護
寺
は
隆
盛
期

を
迎
え
、
そ
の
頃
の
文
書
が
多
数
現
存
す
る
の
も
神
護
寺
文
書
の
特
徴
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

応
仁
の
乱
で
は
再
び
兵
火
を
受
け
大
師
堂
を
残
し
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）、
龍
厳
上
人
の
と
き

に
所
司
代
板
倉
勝
重
が
奉
行
と
な
っ
て
、
楼
門
、
金
堂
（
現
在
の
毘
沙
門
堂
）、
五
大
堂
、
鐘
楼
を
再
建
。
明
治
維
新
の
廃
仏
毀
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釈
に
よ
り
再
び
荒
廃
す
る
も
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
は
山
口
玄
洞
翁
の
寄
進
に
よ
り
、
金
堂
、
多
宝
塔
な
ど
が
新
築

さ
れ
、
今
日
の
美
観
を
整
え
た
。

　

数
度
の
荒
廃
の
中
に
あ
っ
て
神
護
寺
の
文
書
類
も
多
数
消
滅
お
よ
び
流
出
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
明
治
期
以
降
、
数
度
に
わ

た
っ
て
そ
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
昭
和
十
五
～
六
年
（
一
九
四
〇
～
一
）
に
京
都
大
学
国
史
研

究
室
刊
の
『
史
林
』
に
田
井
啓
吾
氏
の
「
神
護
寺
文
書
に
就
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
神
護
寺
所
蔵
の
二
七
四
通
の
文
書
が
活
字
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
後
の
古
代
・
中
世
史
研
究
を
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
に
は
主
だ
っ
た

出
版
は
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
学
会
か
ら
も
神
護
寺
史
料
の
集
成
、
刊
行
が
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
度
、
神
護
寺
文
書
研
究
会
（
坂
本
亮
太
氏
・
末
柄
豊
氏
・
村
井
祐
樹
氏
）
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
『
高
雄
山

神
護
寺
文
書
集
成
』
に
は
、「
灌
頂
暦
名
」
を
筆
頭
に
、
他
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
も
含
め
て
四
九
六
通
、
ま
た
、
記
録

編
と
し
て
『
神
護
寺
略
記
』
等
も
収
載
さ
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
一
冊
と
な
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
調
査
研
究
の
成
果
が
ま
さ
に

こ
こ
に
結
実
し
た
感
が
あ
る
。

　

今
回
の
出
版
を
契
機
に
、
未
だ
世
に
出
て
い
な
い
神
護
寺
の
資
料
が
、
今
後
発
見
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も

大
き
く
膨
ら
ん
で
き
た
よ
う
に
思
え
て
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

文
書
の
調
査
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
と
、
こ
の
本
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
戴
い
た
す
べ
て
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
　

平
成
二
十
九
年
正
月
吉
日�
高
雄
山
神
護
寺
貫
主　

谷
内
弘
照　
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次

序　

─
刊
行
に
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て
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谷
内
弘
照　
　

　

例　

言

灌
頂
暦
名�

1

文
書
篇�

9

記
録
篇�

429

解　
　

題�

557

花
押
集

寺
外
流
出
文
書
・
記
録
所
蔵
者
別
索
引

神
護
寺
所
蔵
文
書
・
記
録
目
録
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細
目
次

灌
頂
暦
名

文
書
篇

一　

紀
伊
国
神
野
真
国
杣
山
材
木
日
記 

○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

11

二　

紀
伊
国
神
野
真
国
杣
山
材
木
日
記 

○
早
稲
田
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
文
書

�

11

三　

紀
伊
国
賀
天
婆
木
津
曳
出
材
木
目
録 

○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

13

四　

鳥
羽
上
皇
院
宣 

○
巻
九

　
　

�

13

五　

熊
野
詣
上
道
下
向
雑
事
注
文 
○
巻
九

　
　

�

14

六　

紀
伊
国
神
野
庄
住
人
解 

○
巻
九

　
　

�

15

七　

鳥
羽
上
皇
院
宣 

○
巻
九

　
　

�

16

八　

熊
野
詣
上
道
雑
事
注
文 

○
巻
九

　
　

�

16

九　

熊
野
詣
還
向
雑
事
注
文 

○
巻
九

　
　

�

17

一
〇　

聖
隆
書
状（
裏
紙
欠
）　
○
思
文
閣
古
書
資

料
目
録
二
〇
二

�

18

一
一　

鳥
羽
法
皇
院
宣 

○
巻
九

　
　

�

18



5�─�細 目 次

一
二　

高
階
泰
経
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
九

　
　

�

19

一
三　

藤
原
泰
通
寄
進
状 

○
巻
九

　
　

�

19

一
四　

紀
伊
国
神
野
真
国
庄
関
係
文
書
包
紙　
○
巻
九

　
　
　

�

19

一
五　

後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
九

　
　

�

20

一
六　

源
頼
朝
寄
進
状 

○
巻
一

　
　

�

20

一
七　

源
頼
朝
書
状 

○
巻
一

　
　

�

21

一
八　

源
頼
朝
書
状 

○
巻
一

　
　

�

21

一
九　

源
頼
朝
書
状 

○
巻
一

　
　

�

21

二
〇　

大
江
広
元
書
状 

○
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
所
蔵
文
書�

22

二
一　

後
白
河
院
庁
下
文 
○
巻
九

　
　

�

22

二
二　

平
親
宗
書
状 

○
巻
九

　
　

�

24

二
三　

源
頼
朝
下
文 

○
巻
一

　
　

�

24

二
四　

平
親
宗
書
状 

○
巻
九

　
　

�

25

二
五　

後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
九

　
　

�

25

二
六　

梶
原
景
時
書
状 

○
巻
九

　
　

�

26

二
七　

文
覚
四
十
五
箇
条
起
請
文�

26

二
八　

紀
伊
国
桛
田
庄
坪
付
注
進
状（
前
欠
） 

○
影
写
本
十
一

　
　
　
　
　

�

38

二
九　

隆
憲
奉
書（
裏
紙
欠
） 

○
巻
九

　
　

�

59

三
〇　

後
鳥
羽
天
皇
宣
旨 

○
早
稲
田
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
文
書

�

59
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三
一　

紀
伊
国
神
野
真
国
庄
問
注
文
書
等
目
録 

○
和
歌
山
県
立
博

物
館
所
蔵
文
書

�

60

三
二　

後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
十

　
　

�

60

三
三　

後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
十

　
　

�

61

三
四　

後
白
河
法
皇
神
護
寺
御
幸
記（
後
欠
） 

○
巻
二

　
　

�

62

三
五　

播
磨
国
司
庁
宣　
○
思
文
閣
古
書
資
料
目
録

二
四
九
・
二
五
〇
合
併　

�

62

三
六　

太
政
官
牒 

○
巻
二
十

　
　
　
　

�

63

三
七　

神
護
寺
解 

○
巻
二
十

　
　
　
　

�

63

三
八　

太
政
官
牒 

○
巻
二
十

　
　
　
　

�

64

三
九　

太
政
官
牒 
○
巻
二
十

　
　
　
　

�

65

四
〇　

太
政
官
牒 
○
巻
二
十

　
　
　
　

�

66

四
一　

文
覚
書
状
案（
裏
紙
欠
） 
○
巻
二

　
　

�

67

四
二　

文
覚
書
状
案 

○
巻
二

　
　

�

67

四
三　

橘
定
康
書
状 

○
巻
二

　
　

�

68

四
四　

丹
波
国
吉
富
新
庄
刑
部
郷
実
検
田
取
帳（
後
欠
） 

○
吉
田

文
書

�

69

四
五　

九
条
兼
実
御
教
書 

○
巻
十

　
　

�

69

四
六　

葉
室
宗
頼
書
状 

○
巻
十

　
　

�

70

四
七　

某
書
状
追
而
書 

○
巻
十

　
　

�

70

四
八　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十

　
　

�

70

四
九　

文
覚
書
状
案�

70



7�─�細 目 次

五
〇　

太
政
官
牒 

○
巻
二
十

　
　
　
　

�

71

五
一　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

72

五
二　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

72

五
三　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

73

五
四　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

73

五
五　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

73

五
六　

鋂
請
取
状　
○
国
会
図
書
館

所
蔵
長
禄
文
書�

74

五
七　

平
政
子
書
状 

○
巻
一

　
　

�

74

五
八　

高
弁
書
状 
○
巻
二

　
　
�

75

五
九　

高
弁
書
状 
○
巻
二

　
　
�

75

六
〇　

宗
全
書
状　
○
古
典
籍
展
観
大
入

札
会
目
録
平
成
六
年�

75

六
一　

某
消
息　
○
古
典
籍
展
観
大
入
札

会
目
録
平
成
二
十
三
年�

76

六
二　

成
弁
高弁

書
状 

○
巻
二

　
　

�

76

六
三　

藤
原
範
朝
袖
判
下
文 

○
巻
十

　
　

�

79

六
四　

藤
原
範
朝
家
政
所
下
文 

○
巻
十

　
　

�

79

六
五　

丹
波
国
吉
富
庄
文
書
目
録　
○
影
写
本
十

　
　
　
　
　

�

80

六
六　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十

　
　

�

81

六
七　

長
厳
書
状 

○
巻
十

　
　

�

81

六
八　

北
条
義
時
書
状
案 

○
巻
十

　
　

�

82
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六
九　

良
勤
書
状 

○
巻
十

　
　

�

82

七
〇　

安
倍
氏
女
起
請
文
案 

○
巻
十

　
　

�

82

七
一　

後
高
倉
上
皇
院
宣 

○
巻
十

　
　

�

83

七
二　

神
護
寺
政
所
下
文 

○
巻
八

　
　

�

84

七
三　

宗
全
書
状 

○
巻
三

　
　

�

84

七
四　

宗
全
書
状 

○
巻
三

　
　

�

85

七
五　

宗
全
書
状 

○
巻
三

　
　

�

85

七
六　

道
忠
書
状 

○
巻
三

　
　

�

85

七
七　

宗
全
書
状 
○
巻
三

　
　
�

86

七
八　

神
護
寺
領
諸
庄
文
書
注
文（
折
紙
）　
○
岡
谷
惣
助

氏
所
蔵
文
書�

86

七
九　

某
充
行
状　
○
鎌
田
武
男

氏
所
蔵
文
書�

87

八
〇　

宗
全
書
状 

○
巻
三

　
　

�

88

八
一　

行
慈
書
状（
本
紙
欠
） 

○
巻
三

　
　

�

88

八
二　

高
弁
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
三

　
　

�

88

八
三　

行
慈
書
状（
本
紙
欠
） 

○
巻
三

　
　

�

89

八
四　

行
慈
書
状（
折
紙
） 

○
巻
三

　
　

�

89

八
五　

行
慈
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
三

　
　

�

89

八
六　

行
慈
書
状（
本
紙
欠
） 

○
巻
三

　
　

�

90

八
七　

某
家
貞
書
状 

○
巻
十

　
　

�

90



9�─�細 目 次

八
八　

六
波
羅
施
行
状　
○
古
文

書
集
九�

91

八
九　

某
家
貞
書
状 

○
巻
十

　
　

�

91

九
〇　

覚
観
書
状 

○
巻
三

　
　

�

92

九
一　

北
条
時
房
書
状 

○
巻
十

　
　

�

93

九
二　

高
倉
女
御
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
十

　
　

�

93

九
三　

某
消
息 

○
巻
十

　
　

�

94

九
四　

真
遍
書
状 

○
巻
四

　
　

�

94

九
五　

行
慈
書
状 

○
巻
三

　
　

�

95

九
六　

某
書
状 
○
巻
四

　
　

�

96

九
七　

行
慈
書
状 
○
巻
四

　
　
�

96

九
八　

行
慈
書
状 

○
巻
四

　
　

�

97

九
九　

宗
全
書
状（
裏
紙
欠
） 
○
巻
四

　
　

�

98

一
〇
〇　

宗
全
書
状　
○
里
見
忠
三
郎

氏
旧
蔵
文
書

�

98

一
〇
一　

宗
全
書
状 

○
巻
四

　
　

�

98

一
〇
二　

宗
全
書
状 

○
巻
四

　
　

�

99

一
〇
三　

宗
全
書
状 

○
巻
四

　
　

�

99

一
〇
四　

行
慈
書
状 

○
巻
四

　
　

�

100

一
〇
五　

行
慈
書
状
追
而
書 

○
巻
四

　
　

�

100

一
〇
六　

宗
全
書
状
追
而
書 

○
巻
四

　
　

�

101
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一
〇
七　

行
慈
書
状 

○
巻
五

　
　

�

101

一
〇
八　

行
慈
書
状 

○
巻
五

　
　

�

102

一
〇
九　

性
禅
宗全

書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
五

　
　

�

102

一
一
〇　

宗
全
書
状 

○
巻
五

　
　

�

103

一
一
一　

行
慈
書
状 

○
巻
五

　
　

�

104

一
一
二　

宗
全
書
状 

○
巻
五

　
　

�

104

一
一
三　

丹
波
国
有
頭
新
庄
領
家
政
所
下
文 

○
巻
十

　
　

�

105

一
一
四　

行
慈
書
状 

○
巻
五

　
　

�

106

一
一
五　

性
円
書
状 
○
巻
五

　
　
�

106

一
一
六　

行
慈
書
状 
○
巻
六

　
　
�

107

一
一
七　

宗
全
書
状 

○
巻
六

　
　

�

108

一
一
八　

行
慈
書
状 

○
巻
六

　
　

�

109

一
一
九　

行
慈
書
状 

○
巻
六

　
　

�

110

一
二
〇　

行
慈
書
状
追
而
書 

○
巻
六

　
　

�

111

一
二
一　

宗
全
書
状 

○
巻
六

　
　

�

111

一
二
二　

行
慈
書
状 

○
巻
六

　
　

�

113

一
二
三　

行
慈
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
六

　
　

�

113

一
二
四　

宗
全
書
状 

○
巻
六

　
　

�

114

一
二
五　

行
慈
書
状 

○
巻
七

　
　

�

114



11�─�細 目 次

一
二
六　

行
慈
書
状 

○
巻
七

　
　

�

115

一
二
七　

行
慈
書
状 

○
巻
七

　
　

�

120

一
二
八　

行
慈
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
七

　
　

�

121

一
二
九　

行
慈
書
状
追
而
書 

○
巻
七

　
　

�

121

一
三
〇　

行
慈
書
状 

○
巻
七

　
　

�

122

一
三
一　

行
慈
書
状 

○
巻
七

　
　

�

122

一
三
二　

後
嵯
峨
上
皇
院
宣　
○
林
家
旧
蔵

古
筆
手
鑑

�

122

一
三
三　

播
磨
国
福
井
庄
西
保
田
数
注
進
状
案　
○
高
山
寺
所
蔵

不
動
法
裏
文
書�

123

一
三
四　

行
慈
証円

書
状 
○
巻
七

　
　

�

125

一
三
五　

性
禅
宗全

書
状 
○
巻
七

　
　

�

125

一
三
六　

宗
全
書
状（
裏
紙
欠
） 
○
巻
七

　
　

�

126

一
三
七　

行
慈
書
状 

○
巻
四

　
　

�

126

一
三
八　

宗
全
性禅

書
状 

○
巻
五

　
　

�

127

一
三
九　

性
禅
宗全

書
状 

○
巻
七

　
　

�

127

一
四
〇　

宗
全
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
七

　
　

�

127

一
四
一　

宗
全
書
状　
○
香
雪
斎
蔵
品
展

観
図
録
所
収
文
書�

128

一
四
二　

定
円
書
状 

○
巻
八

　
　

�

128

一
四
三　

行
慈
書
状　
○
瑞
龍
寺

所
蔵
文
書�

130

一
四
四　

証
円
行慈

書
状 

○
巻
八

　
　

�

131
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一
四
五　

舜
西
書
状 

○
巻
八

　
　

�

131

一
四
六　

某
書
状 

○
巻
八

　
　

�

132

一
四
七　

行
慈
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
八

　
　

�

132

一
四
八　

神
護
寺
納
涼
坊
伝
法
会
始
行
告
文 

○
巻
八

　
　

�

132

一
四
九　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
八

　
　

�

133

一
五
〇　

神
護
寺
供
養
日
時
勘
文 

○
巻
八

　
　

�

133

一
五
一　

北
白
河
院
神
護
寺
供
養
願
文 

○
巻
二
十
四

　
　
　
　
　

�

134

一
五
二　

行
慈
書
状 

○
巻
八

　
　

�

138

一
五
三　

行
慈
書
状　
○
尊
経
閣

古
文
書
纂�

140

一
五
四　

行
慈
充
行
状　
○
巻
八

　
　

�

141

一
五
五　

某
庄
年
貢
米
算
用
状
案（
前
欠
）　
○
高
山
寺
所
蔵

不
動
法
裏
文
書�

141

一
五
六　

備
中
国
足
守
庄
検
注
帳（
後
欠
）　
○
高
山
寺
所
蔵

不
動
法
裏
文
書�

143

一
五
七　

神
護
寺
宿
老
寺
僧
等
置
文
案　
○
仁
和

寺
文
書�

144

一
五
八　

関
東
下
知
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

145

一
五
九　

北
白
河
院
神
護
寺
講
堂
供
養
願
文 

○
巻
二
十
二

　
　
　
　
　

�

146

一
六
〇　

太
政
官
牒 

○
巻
二
十

　
　
　
　

�

148

一
六
一　

覚
寛
書
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

149

一
六
二　

覚
真
藤
原

長
房
書
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

150

一
六
三　

藤
原
信
盛
書
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

150



13�─�細 目 次

一
六
四　

某
書
状（
裏
紙
欠
） 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

151

一
六
五　

中
原
章
常
書
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

151

一
六
六　

関
東
下
知
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

151

一
六
七　

関
東
下
知
状
案 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

153

一
六
八　

六
波
羅
下
知
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

153

一
六
九　

隆
弁
奉
書　
○
服
部
玄
三

旧
蔵
手
鑑

�

156

一
七
〇　

九
条
道
家
御
教
書 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

157

一
七
一　

九
条
道
家
御
教
書 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

157

一
七
二　

神
護
寺
供
僧
補
任
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

158

一
七
三　

太
政
官
牒 
○
巻
二
十

　
　
　
　

�

158

一
七
四　

仁
和
寺
宮
令
旨 
○
巻
十
一

　
　
　
　

�

159

一
七
五　

仁
和
寺
宮
令
旨
案 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

159

一
七
六　

関
東
御
教
書　
○
早
稲
田
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
文
書

�

160

一
七
七　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

160

一
七
八　

丹
波
国
吉
富
新
庄
内
刑
部
郷
検
注
帳（
後
欠
）　
○
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
所
蔵
文
書�

161

一
七
九　

尼
念
浄
譲
状 

○
巻
十
一

　
　
　
　

�

162

一
八
〇　

神
護
寺
・
高
山
寺
僧
等
契
状
案（
前
欠
）　
○
高
山

寺
文
書�

162

一
八
一　

西
園
寺
実
氏
御
教
書 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

163

一
八
二　

六
波
羅
御
教
書 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

164
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一
八
三　

中
原
友
景
書
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

164

一
八
四　

中
原
友
景
書
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

164

一
八
五　

西
園
寺
実
氏
御
教
書 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

165

一
八
六　

中
原
友
景
書
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

165

一
八
七　

後
嵯
峨
上
皇
院
宣 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

166

一
八
八　

後
嵯
峨
上
皇
院
宣
追
而
書 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

166

一
八
九　

後
嵯
峨
上
皇
院
宣 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

166

一
九
〇　

安
倍
資
俊
書
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

167

一
九
一　

神
護
寺
灌
頂
院
御
影
供
布
施
物
等
送
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

167

一
九
二　

尼
念
浄
譲
状 
○
巻
十
三

　
　
　
　

�

169

一
九
三　

神
護
寺
供
僧
補
任
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

170

一
九
四　

某
申
状（
前
欠
）　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

171

一
九
五　

某
預
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

171

一
九
六　

某
書
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

172

一
九
七　

神
護
寺
灌
頂
院
御
影
供
布
施
物
等
送
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

172

一
九
八　

神
護
寺
灌
頂
院
御
影
供
布
施
物
等
送
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

174

一
九
九　

納
涼
坊
長
日
尊
勝
陀
羅
尼
結
番　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

176

二
〇
〇　

金
剛
頂
発
菩
提
心
論
所
談
交
名
覚
書 

○
影
写
本
十

　
　
　
　
　

�

179

二
〇
一　

神
護
寺
住
侶
請
文
案 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

181



15�─�細 目 次

二
〇
二　

薬
師
護
摩
支
度　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

181

二
〇
三　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

183

二
〇
四　

丹
波
国
小
野
・
細
川
両
庄
作
手
重
申
状 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

183

二
〇
五　

勝
禅
奉
書　
○
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
青
蓮
院
文
書�

185

二
〇
六　

賢
助
重
訴
状　
○
大
覚
寺
所
蔵
諸

尊
法
紙
背
文
書

�

185

二
〇
七　

某
季
量
書
状　
○
思
文
閣
古
書
資

料
目
録
一
七
五

�

185

二
〇
八　

神
護
寺
別
当
政
所
下
文　
○
大
東
急
記
念
文

庫
所
蔵
集
古
文
書�

186

二
〇
九　

神
護
寺
政
所
下
文　
○
思
文
閣
古
書
資

料
目
録
二
○
二

�

187

二
一
〇　

播
磨
国
福
井
庄
東
保
散
用
状　
○
中
野
荘
次

氏
所
蔵
文
書�

187

二
一
一　

播
磨
国
福
井
庄
東
保
年
貢
未
進
注
文（
後
欠
）　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

189

二
一
二　

播
磨
国
福
井
庄
東
保
米
算
用
状（
後
欠
）　
○
輯
古
帖
四

　
　
　
　

�

191

二
一
三　

山
城
国
平
岡
村
実
検
田
目
録　
○
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
青
蓮
院
文
書�

192

二
一
四　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

193

二
一
五　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

193

二
一
六　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

193

二
一
七　

亀
山
上
皇
院
宣 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

194

二
一
八　

仁
和
寺
宮
令
旨 

○
巻
十
二

　
　
　
　

�

194

二
一
九　

播
磨
国
福
井
庄
田
地
注
進
状（
前
欠
）　
○
影
写
本
十
一

　
　
　
　
　
　

�

194

二
二
〇　

藤
原
親
盛
譲
状 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

219
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二
二
一　

尊
弁
書
状 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

220

二
二
二　

仁
和
寺
宮
令
旨　
○
思
文
閣
古
書
資

料
目
録
一
四
○

�

220

二
二
三　

播
磨
国
福
井
庄
検
田
目
録（
前
欠
）　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

221

二
二
四　

播
磨
国
福
井
庄
作
田
目
録
注
進
状（
前
欠
）　
○
輯
古
帖
六

　
　
　
　
　

�

223

二
二
五　

左
衛
門
尉
某
奉
書
案 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

223

二
二
六　

後
深
草
上
皇
院
宣 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

224

二
二
七　

西
園
寺
実
兼
御
教
書 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

224

二
二
八　

神
護
寺
御
使
書
下
案　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

225

二
二
九　

寺
家
内
検
使
道
明
等
連
署
充
行
状
案　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

225

二
三
〇　

播
磨
国
福
井
庄
年
貢
注
進
状（
前
欠
）　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

226

二
三
一　

播
磨
国
福
井
庄
名
頭
言
上
状
案　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
書

�

227

二
三
二　

播
磨
国
福
井
庄
内
検
目
録（
後
欠
）　
○
輯
古
帖
三

　
　
　
　
　

�

228

二
三
三　

関
東
下
知
状
案 

○
巻
十
三

　
　
　
　

�

229

二
三
四　

播
磨
国
福
井
庄
東
保
年
貢
未
進
米
算
用
状（
後
欠
）　
○
輯
古
帖
八

　
　
　
　
　

�

229

二
三
五　

播
磨
国
福
井
庄
年
貢
注
進
状（
前
欠
）　
○
輯
古
帖
八

　
　
　
　
　

�

230

二
三
六　

播
磨
国
福
井
庄
東
保
名
主
笠
宗
真
并
僧
朝
円
言
上
状
案　
○
水
野
忠
幹

旧
蔵
文
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文
庫

所
蔵
文
書

�

413

四
七
七　

慶
真
勧
進
状�

413

四
七
八　

細
川
晴
国
書
状　
○
山
科
家

古
文
書

�

415

四
七
九　

斎
藤
国
富
書
下（
折
紙
）　
○
尊
経
閣

古
文
書
纂�

415

四
八
〇　

松
田
守
興
書
下（
折
紙
）　
○
田
中
慶
太
郎

氏
所
蔵
文
書　

�

415

四
八
一　

三
好
長
慶
書
状（
折
紙
）　
○
万
葉
荘
文

庫
所
蔵
文
書�

416

四
八
二　

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
禁
制　
○
長
野
県
立
歴

史
館
所
蔵
文
書�

416

四
八
三　

正
親
町
天
皇
綸
旨（
宿
紙
）　
○
文
覚

寺
文
書�

417

四
八
四　

正
親
町
天
皇
綸
旨
案　
○
晴
豊

公
符
案�

417

四
八
五　

羽
柴
秀
吉
朱
印
状（
折
紙
）�

418

四
八
六　

後
陽
成
天
皇
綸
旨（
宿
紙
）　
○
文
覚

寺
文
書�

418
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四
八
七　

神
護
寺
衆
徒
起
請
文　
○
成
簣
堂

古
文
書

�

419

四
八
八　

豊
臣
秀
吉
朱
印
状（
折
紙
）�

420

四
八
九　

前
田
玄
以
書
状（
折
紙
）�

421

四
九
〇　

晋
海
言
上
状
写　
○
神
護
国
祚
真
言

寺
記
録
拾
遺
所
収�

421

四
九
一　

徳
川
家
康
寄
附
状�

422

四
九
二　

晋
海
他
七
名
寄
進
状
写　
○
神
護
国
祚
真
言

寺
記
録
拾
遺
所
収�

422

四
九
三　

秀
教
請
文　
○
影
写
本
十

　
　
　
　
　

�

423

四
九
四　

晋
海
充
文
案　
○
影
写
本
十

　
　
　
　
　

�

424

四
九
五　

真
覚
等
連
署
起
請
文
并
養
善
等
連
署
起
請
文　
○
影
写
本
十

　
　
　
　
　

�

425

四
九
六　

徳
川
家
康
朱
印
状�

427

記
録
篇

一　

神
護
寺
略
記�

431

二　

神
護
寺
最
略
記　
○
神
護
国
祚
真
言

寺
記
録
拾
遺
所
収�

451

三　

神
護
寺
交
衆
任
日
次
第　
○
奈
良
国
立

博
物
館
所
蔵�

463

四　

文
治
二
年
伝
法
灌
頂
記　
○
影
写
本
十
一

　
　
　
　
　
　

�

512

五　

高
雄
曼
荼
羅
修
覆
記　
○
大
覚

寺
所
蔵�

524

六　

神
護
寺
規
模
殊
勝
之
条
々 

○
巻
二
十
一

　
　
　
　

�

525

七　

応
永
十
六
年
神
護
寺
結
縁
灌
頂
記�

541
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中　

一
々
同�

乍
一
反
扌
半�

氏
永

上　

一
々
末
久
垣�

乍
二
反
大
扌
半�

末
久

上　

一
々
同�

乍
五
反
半
扌
一
反
半�

末
久

上　

一
々
同�

乍
一
反
六
十
歩
扌
六
十
歩�

国
貞

上　

一
々
同�

乍
二
反
六
十
歩
扌
半�

末
久

上　

一
々
垣
内�

乍
三
反
三
百
歩
扌
大�

国
貞

上　

一
々
同�

乍
一
反
扌
卅
歩�

近
恒

上　

一
々
同�

乍
四
反
扌
大�

国
貞

下　

一
々
同�
乍
一
反�

極
楽
寺
敷
地

下　

一
々
同
山
際�
乍
四
反
扌
半�

国
貞

　
　
　
　

一
々
同�

乍
一
反�

国
貞

中　

一
々
垣
内�

乍
二
反
小
扌
三
百
歩
又
不
小�

末
久

下　

一
々
荒
井
内�

乍
一
反
扌
六
十
歩�

近
恒

下　

一
々
同�

乍
一
反
大
扌
小�

国
貞

下　

一
々
同�

乍
百
十
歩
扌
卅
歩�

延
久

下　

一
々
同�

乍
一
反
扌
小�

末
包

下　

一
々
同�

乍
一
反
百
卌
歩
扌
大�
宗
次

下　

一
々
同�

乍
二
反
半�
御
正
作

上
三
百
歩

下
六
十
歩
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下　

一
々
垣
内�

乍
三
百
卌
歩
扌
半�

末
包

下　

一
々
同�

乍
一
反
半
扌
一
反�

宗
次

下　

一
々�

乍
二
反
六
十
歩
扌
一
反�

下
司�

』

下　

一
々
同�

乍
二
反
内
新
作
一
反
扌
三
百
歩
新
分
九
十
歩�

有
久

下　

一
々
垣
内�

乍
二
反
百
六
十
歩
扌
二
反
小�

究
竟

下　

一
々
尾
埼�

乍
一
反
半
扌
一
反
又
不
半�

氏
永

下　

一
々
次
東�

乍
一
反
扌
大�

国
貞

下　

一
々
同�

乍
一
反
小
扌
三
百
歩�

究
竟

下　

一
々�
乍
三
反
小
扌
二
反
六
十
歩�

究
竟

下　

一
々
同�
乍
二
反
六
十
歩
内�

有
久

下　

一
々
垣
内�

乍
二
反
半
内�

末
友

下　

一
々
同�

乍
二
反
百
六
十
歩
内�

益
方

下　

一
々
大
谷�

乍
十
歩　

又
不
八
反
内
荒
五
反�

末
久

下　

一
々
同�

乍
百
七
十
歩
扌
六
十
歩�

智
覚

下　

一
々
同�

乍
一
反
内�

末
友

下　

一
々
同�

乍
一
反
六
十
歩
内�
有
久

右
、
注
進
如
件
、

新
六
十
歩

扌
一
反
半

扌
二
反
六
十
歩

新
大

新
作
大

扌
二
反

新
半

扌
三
百
歩

新
小

　
　
　

扌
六
十
歩
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文
治
元
年
九
月　

日

二
九
　
隆
憲
奉
書（
裏
紙
欠
） 

○
巻
九

　
　

御
入
壇
事
、
四
月
下
旬
・
」五
月
上
旬
之
間
、
可
候
之
由
、」内
々
其
沙
汰
候
也
、
只
今
」一
切
不
可
及
御
披
露
、

一
定
」日
次
、
自
此
可
注
遣
之
由
、」所
候
也
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二（
文
治
二
年
ヵ
）

月
十
四
日　
　
　

隆
憲

三
〇
　
後
鳥
羽
天
皇
宣
旨 

○
早
稲
田
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
文
書

応
令
不
知
実
名
高
雄
寺
住
僧
字
浄
覚
房
弁
申
」子
細
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
所
司
等
訴
申
、
且
永
停
止
自

由
」濫
妨
、
且
任
所
犯
実
、
処
罪
科
浄
覚
房
并
下
手
人
等
事
、

副
下
濫
行
人
交
名
并
被
殺
害
刃
傷
神
人
等
交
名
各
壱
通
、

右
、
得
彼
宮
寺
所
司
等
去
月
廿
八
日
解
状
偁
、
謹
検
案
内
、
当
宮
寺
」御
領
紀
伊
国
野
上
庄
者
、
往
古
根
本
神

領
也
、
延
久
年
中
勅
免
以
降
、」一
百
余
歳
之
間
、
敢
以
無
脱
漏
矣
、
爰
同
国
神
野
真
国
庄
、
為
高
雄
」文
覚
上

人
沙
汰
之
剋
、
弟
子
僧
浄
学

〔
覚
〕房

恣
振
威
勢
、
忽
巧
新
儀
、」令
押
領
野
上
庄
内
佐
佐
小
河
村
之
間
、
或
」殺
害
刃

傷
神
人
、
或
」焼
払
数
宇
民
宅
、
狼
戻
之
甚
、
何
事
如
之
哉
、
望
請
天
恩
、
且
永
」令
停
止
佐
佐
小
河
新
儀
・
濫

妨
、
且
又
件
浄
覚
房
并
下
手
輩
、」任
所
犯
実
、
被
処
罪
科
者
、
将
仰
神
威
厳
重
、
弥
祈
宝
祚
」延
長
者
、
右
少

弁
藤
原
朝
臣
親
経
伝
宣
、
権
中
納
言
藤
原
」朝
臣
実
家
宣
、
奉　

勅
、
宜
令
彼
浄
覚
房
弁
申
件
子
細
者
、

　
　

文
治
二
年
四
月
廿
五
日
左
大
史
小
槻
宿（

広
房
）禰

（
花
押
）
奉

神
護
寺
と
石
清

水
八
幡
宮
と
の

相
論

紀
伊
野
上
庄

同
神
野
真
国
庄
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三
一
　
紀
伊
国
神
野
真
国
庄
問
注
文
書
等
目
録 

○
和
歌
山
県
立
博

物
館
所
蔵
文
書

「（
端
裏
書
）

神
野
真
国
問
住

〔
注
〕　

　
 

文
書
等
目
録
」

宣
旨
正
文
三
通

宣
旨
請
文
案
二
通

神
野
真
国
庁
御
下
文
案
一
通

院
宣
陳
状
案
一
通

問
注
日
八
幡
方
ヨ
リ
取
出
宣
旨
案
一
通

在
庁
注
文
案
一
通

史
長
者
上
人
御
房
御
文
御
返
事
一
通
副
弁
返
事
一
通
、

　
　
　

已
上
十
一
通

　
　

文
治
二
年
十
月
廿
三
日　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
「（

異
筆
）

廿
四
日
請
取
了
、（
草
名
）」

三
二
　
後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
十

　
　

「（
モ
ト
端
裏
書
）

文
治
四
年
七
月
廿
四
日
」

　
　

神
護
寺
領
八
ケ
所
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摂
津
国
寺
田

　
　
　

若
狭
国
西
津
庄

　
　
　

丹
波
国
吉
富
庄

　
　
　

播
磨
国
福
井
庄

　
　
　

備
中
国
葦
守
庄

　
　
　

紀
伊
国
笠
田
庄

　
　
　
　
　
　

川
上
庄

　
　
　
　
　
　

神
野
真
国
庄

右
八
ケ
所
、
役
夫
工
被
免
除
」了
者
、

院
宣
如
此
、
悉
之
以
状
、

　
　

文
治
四
年
七
月
廿
四
日　

右（
藤
原
基
親
）

中
弁
（
花
押
）

　

高（
文
覚
）尾

聖
人
御
房

三
三
　
後
白
河
法
皇
院
宣 

○
巻
十

　
　

賀
茂
別
雷
社
司
等
解
」状
遣
之
、
任
両
度　

宣
旨
、」可
停
止
其
妨
之
由
、
可
被
下
知
也
、」共
不
可
有
新
議
歟
者
、

依
」院
宣
、
執
達
如
件
、

　

七（
文
治
五
年
ヵ
）

月
十
七
日　

宮（
藤
原
家
実
）

内
大
輔
（
花
押
）

高（
文
覚
）尾

聖
人
房

役
夫
工
米
免
除
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三
四
　
後
白
河
法
皇
神
護
寺
御
幸
記（
後
欠
） 

○
巻
二

　
　

「（
端
裏
書
）

後
白
川
法
皇
当
寺
御
幸
記　
上
覚
上
人
御
自
筆
」

「（
端
裏
書
）

高
雄
御
幸
事
」

正
月
十
六
日
、
当
寺
御
幸
、

御二
月
也
、

共
人
々
、
別
可
注
、

　

御
儲

　
　

供
御
御
寺
沙
汰
、

　
　

殿
上
饗
智
月
房
、
吉
富
新
庄
并
川
上
庄
預
所
役
、

　
　

北
面
饗
覚
文
房
、
福
井
庄
預
所
役
、

　
　

者
力
饗
乗
智
房
、
吉
富
本
庄
預
所
役
、

　
　

雑
人
料
破
子
七
百
合
、
足
守
庄
・
西
津
庄
所
課
」五
百
合
、

并
御
寺
沙
汰
二
百
合
、

御
幸
午
時
、
直
御
堂
参
詣
、
上
人
文
覚
取
箒
掃
」御
堂
之
庭
、
法
皇
含
咲
御
覧
、
連
入
礼
堂
、」着
御
座
、
暫
時
相

具
上
人
并
兵
衛
介
某
丁
、」入
御

D

堂

D

内
陳〔

陣
、以
下
同
〕

、
御
帳
カ
キ
ア
ケ
テ
、
令
拝
本
仏
御
、」内
陳
役
人
、
性
円
・
道
海
・
定

信
・
永
真
・
行
俊
・
定
喜
・
」定
円
也
、
拝
礼
之
後
、
法
皇
自
火
打
テ
、
灯
炉
」令
燃
付
御
、
兵
衛
介
某
甲
賜
火

燃
付
、
以
此
火
、
為
」常
灯
、
為
伝
未
来
際
、
付
不
断
香
、
并
納
涼
殿
」灯
炉
燃
付
、
当
日
本
堂
長
日
供
養
法
、

所
」被
始
行
也
、
諸
堂
参
拝
之
後
、
於
御
所
」供
御
ナ
ル
、
申
時
、
還
御
、
次
日
女
房
参
詣
、

三
五
　
播
磨
国
司
庁
宣
　

○
思
文
閣
古
書
資
料
目
録

二
四
九
・
二
五
〇
合
併　

文
覚
御
堂
の
庭

を
掃
く
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庁
宣　
　

留
守
所

　

可
早
以
福
田
・
櫨
谷
両
保
為
文
覚
聖
人
所
知
事

右
、
件
保
等
、
為
彼
聖
人
所
知
、
免
除
所
当｣

可
停
止
雑
事
之
状
、
所
宣
如
件
、
以
宣
、

　
　

建
久
元
年
五
月
十
六
日

右
近
衛
権
中
将
兼
大
介
藤
原
朝（

実
明
）臣

（
花
押
）

三
六
　
太
政
官
牒 

○
巻
二
十

　
　
　
　

「（
モ
ト
端
裏
書
）

阿
闍
梨　

官
符　

建
久
元
年
」

太
政
官
牒
神
護
寺

　

応
置
阿
闍
梨
伍
口
事

右
、
太
政
官
今
日
下
治
部
省
符
偁
、」正
三
位
行
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
」兼
光
宣
、
奉　

勅
、
件
阿
闍
梨
伍
口
、」

宜
置
彼
寺
者
、
省
宜
承
知
、
依
宣
行
之
者
、」寺
宜
承
知
、
牒
到
准
状
、
故
牒
、

　

建
久
元
年
六
月
廿
六
日　

修
理
左
官
城
判
官
正
五
位
下
行
左
大
史
小
槻
宿（

広
房
）禰

（
花
押
）
牒

従
四
位
上
行
権
右
中
弁
平「（

自
署
）

朝（
棟
範
）臣
」

○
本
文
書
、
太
政
官
印
三
顆
を
捺
す
。

三
七
　
神
護
寺
解 

○
巻
二
十

　
　
　
　

「（
モ
ト
端
裏
書
）

始
被
置
阿
闍
梨
之
放
解
文
官
案
」

阿
闍
梨
五
口
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大
童
子
二
人
一
人
如
木
、　

一
人
布
単
袴
、
・
力
者
十
余
輩
衣
力
者
六
人

格
勤
四
五
人
・
乗
」輿
、
先
向
休
所
、
於
大
床
下
居
輿
、
着
草
鞋
昇

縁
上
、　
扈従

」以
下
皆

以
蹲
踞
、
扈
従
即
昇
北
小
縁
、
開
西
面
妻
戸
明
障
子
、
予
即
」入
内
暫
相
待
列
時
分
之
処
、
既
及
夜

陰
之
間
、
令
取
松
」明
、
此
時
綱
所
以
鎰
取
啓
第
二
度
案
内
、
頃
之
色
衆
」起
集
会
所
、
赴
莚
道
、
此
時
専
当

撤
幔
門
、
又
鎰
取
」栄
啓
引
案
内
、
予
出
休
所
、
於
西
面
大
床
落
板
上
駕
」腰
輿
、
駕
輿
丁
八
人
舁
棒
、
腰
輿

経
灌
頂
院
北
、
至
莚
」道
之
際
、
力
者
・
大
童
子
等
取
松
明
先
行
、
十
弟
子
二
」人
各
持
法
具
、
随
輿
左
右
、

上
首
融
覚
右
、

下
臈
能
済
左
、
次
扈
従
、
次
従
」僧
、　
在
輿
前
左
右
対
、
雖
可
取
松
明
、

今
度
依
一
人
召
具
、
略
其
義
也
、
次
法
師
原
各
取
松
明
、
相

随
」至
莚
道
処
、
向

南
立
腰
輿
、列
儀
式
整
程

暫
不
居
輿
也
、
列
次
第
、
先
引
頭
」二
人
、
次
法
螺
吹
二
人
寄
机
際
取

貝
先
進
行
、
次
讃
頭
二
人
、

直
取
鈸
、」従

机
左
右
進
莚
道
上
、　
左
頭
東
、
右
頭
西
、
専
当

二
人
取
松
明
、
随
左
右
、
次
鐃
持
二
人
取
鐃
」相
従
于
役
人
、
次
鐃
役
以
下
讃
衆
下
臈
前
進

行
、
次
」持
金
剛
衆
十
人
、
各
経
左
右
莚
道
、
次
乞
戒
師
、　
経
中

莚
道
、
次
」持
幡
童
、　
襲
装
束

如
常
、
寄
机
際
取
玉
幡
、　

扈
従
裹
頭

取
伝
之
、
次
』専
当
撤
左
右
机
、
次
大
阿
闍
梨
下
立
中
莚
道
、
扈
」従
以
下
蹲
踞
、
従
僧
献
草
鞋
、　
献
草
鞋
事
、
十

弟
子
役
也
、
今

度
二
人
間
持
物
多
々
、
仍
今

従
」僧
献
之
、
是
又
一
説
也
、
執
綱
・
執
蓋
等
、
指
蓋
張
綱
、
予
降
立
莚
道
」之
後
、
従
僧
以
下
僮
僕
皆
引
退
、
十

弟
子
随
左
右
、
次
小
」阿
闍
梨
立
加
中
莚
道
、　
従
僧
持
法
具
、
相
従

其
道
、
経
莚
道
外
東
、
貝
吹
・
鐃
持
・
十
弟
」子
・
執
綱
等
皆
経

莚
道
外
、
蓋
役
脱
鼻
荒
、
随
大
阿
」闍
梨
経
中
莚
道
、　
或
説
蓋
役
経
莚
道
外
、
自

傍
指
蓋
云
々
、
能
可
決
之
、
讃
頭
於
堂
巽
角
」発
音
、
両
頭
相

向
自　

余
也
、
衆

同
之
、

讃
二
返
了
、
突
鈸
・
貝
吹
発
吠
声
、
漸
」々
引
烈
、
至
階
下
威
儀
師
二
人
立
留
左
右
、
先
右
頭
」鈸

挾
腋
登
大
床
、　
此
間
、
左
頭
於

階
下
突
鈸
、　

次
左
頭
又
挾
鈸
昇
、
此間

」又
右
頭
於
大
床
向
西
、

突
鈸
此
時
不
合
鈸
音
也
、
左
頭
登
了
、
左
右
相
向
、
合
鈸
声
、

其
」後
次
第
歩
行
、
次
々
讃
衆
各
守
次
着
、
下
臈
前
進
昇
」於
大
床
東
端
群
立
、
但
頭
二
人

立
面
相
向
、
次
持
金
剛
衆
進
昇

於
大
」床
東
腋
造
輪
、
次
乞
戒
師
昇
立
正
面
腋
、
次
予
昇
大
」床
立
中
央
、　
於
散
華
机
者
、
戒
場
狭
故
、
臨
烈
剋
限
、

取
却
之
、
置
上
卿
座
上
、
無
言
行
道
了
、

如
元
直

置
之
、
次
十
弟
」子
昇
、　
於
莚
道
際
脱
鼻

荒
、
力
者
取
之
、
分
左
右
、
経
中
央
腋
置
法
具
、
其
次
」第
如
常
、　
右
机
香
呂
箱

左
机
居
筥
也
、
次
帰
下
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取
玉
幡
立
前
机
左
」右
、　
南
角
立
之
、
兼

有
其
用
意
、　

次
持
幡
童
経
本
路
退
帰
、
次
予
経
』高
座
東
、
至
乾
角
有
高
座
加
持
作

法
、　
若
為
昼
儀
者
、
大
阿
闍
梨
立
留
階
下
」先
十
弟
子
進

登
、
置
法
具
、
立
玉
幡
了
、
大
阿
闍
梨
可
登
也
、
作
法
了
、
於
高
座
後
、
先
向
内
」陣
一
拝
、
次
立
廻
于
右
方
、

向
高
座
又
一
拝
、　
共
小

揖
也
、
」即
登
高
座
、
先
指
入
檜
扇
於
香
呂
箱
、
此
間
小
阿
闍
」梨
・
従
僧
参
上
、
置
法
具

退
出
、
次
小
阿
闍
梨
着
座
、
次
乞
」戒
師
寄
立
礼
盤
前
、
次
衲
衆
無
言
行
道
、　
下
臈

前

三
迊
」了
各
着
座
、
次
讃

衆
止
鈸
音
着
座
、　
上
首

次
第
、
次
貝
吹
」止
貝
音
退
帰
、
此
間
専
当

巻
置
莚
道
、
次
予
置
五
古
、
取
香
呂
、
綱
」所
摧

〔
催
〕惣

礼
、
衆

僧
惣
礼
三
度
、　
小
阿
闍
梨
・
乞
師
等
雖

取
香
呂
、
不
作
礼
也
、
次
」大
阿
闍
梨
置
香
呂
、
入
箱
、
作
法
有
序
、
振
鈴
畢
乞
戒
」師
金
二
打
、

唱
礼
併
頌
、
三
拝
了
金
一
打
、
唄
師
唱
」片
句
、
此
間
承
仕
二
人
参
上
其
路
経
威
儀
師

着
座
前
也
、　

賦
花
箱
、」散
華
師
起
座
、

於
東
大
床
取
座
具
香
呂
、　
依
略
従
僧

承
仕
設
之
、
即
」於
正
面
東
腋
高
座

東
也
、
展
座
具
、
三
礼
此
間
唄
師

唱
末
片
句
、
以
下
作
法
」如
常
対

揚
了
乞
戒
師
打
磬
、
表
白
以
下
如
例
、
次
大
」阿
闍
梨
表
白
・
説
戒
等
如
次
第
、
乞
戒
師
随
喜
、
乞
誓
了

打
」磬
、
下
礼
盤
着
平
座
、
次
大
阿
闍
梨
下
高
座
着
平
座
、
十
」弟
子
取
法
具
渡
置
平
座
、　
十
弟
子
二
人
、
同
如

意
形
躰
箱
等
、
如
本

納
香
呂
箱
、
右
筥
置
之
、
若
有
四
人
者
、
二
人
」

取
如
意
戒
躰
箱
各
持
之
、
暫
可
復
本
座
也
、

次
小
阿
闍
梨
・
従
僧
参
上
、
撤
法
具
□
』下
、
先
例
引
大
阿
闍
梨
已

下
布
施
、　
大
阿
闍
梨
外

皆
紙
裹
也
、
而
今
」度
有
沙
汰
略
之
、
略
之
条
、
可
然
之
由

綱
所
申
之
云
々
、　

又
誦
経
導
師
略
之
、
先
例
」存
略
不
定
也
、

御
願
時
有
御
誦
経
、
使
殿
上
人
勤
之
、
而
職
事
弁
官
等
近
年
無
登
山
、
乍

居
申
沙
汰
之
許
也
、
仍
無
御
誦
経
」使
勤
仕
之
人
、
然
者
略
之
条
宜
歟
、
事
了
先
引
頭
威
儀
師
下
階
、
次
鐃
」持
具
鈸
、
二
人

下
、
次
讃
頭
、　
還
列
頭

先
進
、
次
々
色
衆
皆
下
臈
前
」下
、
乞
戒
師
如

前
立
中
央
、
次
十
弟
子
取
玉
幡
授
持
幡
童
、
更
帰
登
」取
持

法
具
、
下
立
階
下
左
右
、　
力
者
献
鼻
荒
、
色
衆
已
下
左
右

上
堂
、
打
違
而
立
列
也
、　　

次
小
」阿
闍
梨
下
、　
先
寄
西
莚
道
、
大
阿
闍
梨

加
列
後
、
立
中
莚
道
也
、
次
予
下
立
中
莚

道
、
持
」幡
・
執
蓋
・
執
綱
等
皆
如
上
堂
、
讃
頭
発
音
返
讃
略
助
音
、」是
先

例
也
、
即
調
鈸
音
、
法
螺
吹
吠
声
、
毎

事
如
進
儀
、
至
」于
莚
道
北
端
、
色
衆
皆
立
退
于
東
方
一
処
群
立
、」但
讃
頭
二
人
立

□
猶
合
鈸
音
、
駕
輿
丁
指
寄
腰
輿
、
此
時
止

鈸
音
也
、

予
聊
歩
」廻
自
左
方
駕
輿
、
僮
僕
取
松
明
如
前
、
至
休
所
前
於
」落
縁
上
降
腰
輿
、
即
移
駕
手
輿
、
帰
弊
坊
了
、
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是
」亥
終
剋
也
、
自
上
堂
初
至
還
列
期
、
頸
巻
之
僧
徒
見
」聞
之
緇
素
数
百
人
充
満
堂
上
堂
下
、
塞
路
猥

雑
、」専D

堂当
雖
払
之
、
敢
以
不
承
引
、
其
義
頗
狼
藉
也
、

　

夜
所
作
人
請
定
案
以
承
仕
当
日
取
奉
、

初
夜
所
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

　

片
壇

　
　

権
少
僧
都　

尊
恵

　

尊
号

　
　

権
少
僧
都　

成
潤　
　
　

権
律
師　

尊
秀

　
　
　
　
　
　
　

祐
潤　
　
　
　
　
　
　

慈
経

　

含
香

　
　

権
律
師　

宥
雅

　

灑
水

　
　

大
法
師　

常
政

　

記
録

　
　

大
法
師　

弘
成　
　
　
　
　
　
　

遵
経

　

教
授

　
　

大
法
師　

良
潤　
　
　
　
　
　
　

恵
潤

　
　
　
　
　
　

定
潤　
　
　
　
　
　
　

良
紹
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右
、
廻
請
如
件
、

　
　

応
永
十
六
年
二
月　

日

大
阿
闍
梨
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
実
順

三
昧
耶
戒
了
、
奉
行
祐
潤
律
師
命
当
院
預
、
令
整
理
』内
道
場
、
両
壇
敷
万
荼
羅
・
四
面
仏
具
・
輪
羯
磨
・

鈴
杵
」置
五

古
、
・
四
色
染
仏
供
等
如
常
、
八
祖
前
各
仏
供
四
坏
、
白
飯
」二
坏
、

染
仏
供
二
坏
、
灯
明
二
坏
・
閼
伽
一
前
備
之
、
当

于
母
屋
北
中
」央
南北

立
床
一
脚
東
西

行
、
敷
畳
、
高
麗

端
、
後
立
十
二
天
屏
風
」上帖

、
為
大
阿
闍
梨
座
、
当
母
屋
南
中
央
東

柱
傍南

、
立
床
一
」脚
東
西

行
、
敷
同
畳
為
小
阿
闍
梨
座
、
夜
時
小
阿
闍
梨
別
座
、

観
音
院
灌
頂
例
云
々
、
当
」同
西
柱
立
床
一
脚
東
西

行
、
敷
紫
端
畳
為

記
録
二
人
座
、」至
所
役
期

□
着
之
、
乾
角
構
小
壇
、
如
常
、
以
南
床
為
僧
綱
座
、　
西
上

□
〔
小
ヵ
〕文

、」以
北
床
為
読
衆
座
、　
東
上

紫
端
、
南
中

央
妻
戸
際
立
屏
風
」一
帖
為
受
者
引
入
路
、　
屏
風
際

置
香
象
、
委
細
如
指
図
矣
、」□〔

丑
ヵ
〕一

点
色
衆
等
参
会
、　
旧
記
以
初
夜
鐘

為
参
集
時
分
、

今
度
即
任
旧
記
可
参
入
之
旨
、
雖
定
之
、
三
」

昧
耶
義
、
遅
之
間
、
夜
時
分
以
令
遅
引
也
、
奉
行
以
承
仕
啓
色
衆
、
皆
参
之
由
、」予
即
着
裳
束
、
令
懐
中
表
白
、

今
度
略
衲
着
香
染
平
袈
裟
、
又
不

持
五
古
持
裏
独
、」是
皆
先
例
也
、
乗
手
輿
、
力
者
・
大
童
子
等
如
木
大
童

子
略
之
、　

取
松
明
相
」□
□
前
後
十
弟
子
持
香
呂
筥
、

草
座
々
具

略
之
、　

随
左
右
、
但
路
次
間
」令

力
者
持
之
、
至
灌
頂
院
北
土
庇
降
輿
、
扈
従
於
此
所
令
参
向
、」□
為
奉
行
、
路

次
共
奉
、　　

予
自
後
戸
参
堂
、�

経
屏
風
東
先
着
床
、
十
」弟
子
至
礼
盤
辺
置
法
具
、　
居
筥
左
腋
机
、　

香
呂
筥
磬
台
本
、
退
出
扈
従
即
」□
□
承
仕
両
壇
四
面
火
舎

置
火
了
、
予
起
座
至
」礼
盤
下
置
檜
扇
、
取
香
呂
、
先
左
立
巡
礼
東
曼
荼
』羅
、　
一
度

小
揖
、
以
向
当
界
三
礼
了
、

着
礼
盤
先
捻
名
香
、」次
置
念
珠
・
独
古
・
塗
香
以
下
、
作
法
如
例
、　
此
間
片
壇
師

着
」礼
盤
、
次
金
二
打
表
白
新
草
・
神

分
・
五
悔
等
如
常
、」前
供
養
讃
承
潤
唱
之
、
三
刁
金
後
衆
僧
誦
仏
眼
」咒
、
微
音
、
振
鈴
以
後
各
念
誦
大
日

真
言
、
散
念
誦
」時
分
、
先
片
壇
阿
闍
梨
下
礼
盤
、
着
本
座
、
次
予
下
礼
」盤
、　
取
檜
扇
、　　

当
界
聊
小
揖
、
着
床
十
弟
子
参
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取
法
具
、
移
置
座
」左
右
、
次
奉
行
命
承
仕
、
令
調
受
者
引
入
之
儀
、
先
」撤
当
界
礼
盤
・
磬
台
・
腋
机
等
、

運
置
東
壇
南
、
次
取
」大
壇
五
瓶
抜
花
渡
小
壇
机
、
壇
上
四
角
各
置
切
灯
台
、」供
灯
明
取
却
、
本
灯
明
置
便

宜
所
、
但
以
一
灯
置

記
録
役
人
前
、
大
壇
」四
角
各
居
切
床
一
脚
、
次
香
象
置
火
、
事
具
後
先
含
」香
・
灑
水
二
人
自
後
戸
廻

外
陣
着
其
座
、
次
記
録
・
尊
」号
等
各
起
座
、
着
自
分
床
、
次
小
阿
闍
梨
起
座
、　
或
小
阿
闍
」梨
最
初
立
座
、

着
倚
子
、
両
説
宜
任
人
意
、
経
東

壇
後
廻
北
着
小
壇
倚
子
、　
懸
腰
、

不
安
座
、
次
一
生
不
犯
人
引
入
之
、　
教
授
四
人
内
上
首
役

之
皆
不
着
草
鞋
也
、
一
々
」神
名
記
録
上
首
唱
之
、　

小
阿
闍
梨
密

結
誦
印
明
、
得
大
日
之
時
教
」授
催
讃
、　
四
智
讃
一
反
右
頭
誦
之
、

色
衆
皆
可
助
音
也
、　

投
花
了
取
覆
面
礼
」曼
荼
羅
、
三
拝
五

躰
投
地
、
次
巡
廻
大

壇
、　
経
記

録
後
、
先
礼
西
四
祖
、』次
至
小
壇
受
印
明
、
了
礼
小
阿
闍
梨
、
三
礼
、
次
自
後
」戸
廻
東
礼
東
四
祖
、
了

経
本
路
出
外
陣
、
後
々
皆
」如
此
、
四
輩
引
入
之
間
、
記
録
役
一
々
注
之
、
上
首
注
神
名
并
比
丘
・
比
丘
」

尼
、
下
臈
注
優
婆
塞
・
優
婆
夷
、
此
間

予
暫
出
于
休
所
休
息
、
結
縁
」衆
群
集
及
数
百
人
之
間
、
密
々
帰
弊
坊
、
聊
」以
寝
臥
、
次
日
十
八

日

未
半
剋
、

受
者
尽
了
、
予
即
」至
休
所
、
着
装
束
参
堂
、
先
着
床
、
此
間
役
人
等
皆
」帰
着
本
座
、
礼
盤
以
下
如
本
直
置

之
、
予
即
着
」礼
盤
、　
乍
持
檜
扇
、
小

揖
着
之
、　　

次
片
壇
同
着
、
先
打
一
字
金
、
諸
僧
」誦
其
咒
、
次
置
念
珠
・
独
古
、
行

後
供
養
、
仏
布
施
」之
次
、
供
閼
伽
了
、
金
一
打
、
読
巻
数
、　
不
取

念
珠
、
巻
数
」案
文
兼
書
之
、
置
脇
机
、
又
付

楉
立
当
界
左
、
凡
」御
願
之
儀
、
必
於
当
座
申
大
阿
闍
梨
并
色
衆
、」僧
綱
位
署
、　
凡
僧
并
散
位　

僧
綱
不
載
之
、
巻
数
役
凡
僧

最
末
勤
之
、」案
文
兼
用
意
之
、
於
正
文
者
、
当
座
書
之
、
結
縁
衆
」了
役
人
持
之
、　
承
仕
持

硯
随
之
、
参
大
阿
闍
梨
前

申
署
、　
役
人
」取
筆
進
之
、

阿
闍
梨
即
書
実
名
、
次
々
色
衆
・
承
仕
上
首
次
第
取
」署
也
、
然
当
山
之
儀
、
近
例
不
爾
、
兼
令
用
意
之

云　
　

々
、」是
非
本
義
、
依
為
恒
例
法
会
、
存
略
儀
歟
、
然
間
色
』衆
内
両
三
人
中
間
令
退
出
、
後
供
養
之
時
分

重
」不
参
入
、
是
自
由
之
至
歟
、
更
不
足
為
例
也
、

神
護
寺
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結
縁
灌
頂
所

　
　

奉
修

　
　
　

両
界
供
養
法
各
一
箇
座

　
　

奉
念

　
　
　

仏
眼
真
言
二
千
一
百
遍

　
　
　

大
日
真
言
二
万
一
千
遍

　
　
　

阿
閦
真
言
二
十
一
遍　
　
　

　
　
　

宝
生
真
言
二
十
一
遍

　
　
　

無
量
寿
真
言
二
十
一
遍

　
　
　

不
空
成
就
真
言
二
十
一
遍

　
　
　

金
剛
薩
埵
真
言
二
十
一
遍

　
　
　

降
三
世
真
言
百
遍

　
　
　

一
字
金
輪
真
言
二
千
一
百
遍

右
、
奉
為

金
輪
聖
王
宝
祚
延
長
、
為
恒
例
不
久
御
願
、
修
結
縁
灌
頂
」大
法
、
廿
一
口
金
剛
仏
一
等
、
殊
致
精
誠
奉
修

如
件
、
仍
勒
遍
数
謹
解
、

　

応
永
十
六
年
二
月
十
七
日　

行
事
伝
灯
大
法
師
位
良
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師
法
橋
上
人
位
ゝ
　ゝ
　

』〇
以
下
の
五

行
朱
筆
、

自
余
尊
数
依
法
流
不
定
、
巻｣

数
役
人
兼
大
阿
闍
梨
方
可｣

尋
知
之
、
又
公
方
進
上
御｣

巻
数
、
僧
綱
位
署
悉
注
之
、｣

為
令
知
其
、
具
以
朱
大
都｣

注
之
、
○
本
割
書
は
朱
筆
で
あ
る
。


